
に産遺界世を山雪大
一98大 雪 山 フ ォー・ラ ム か ら 一

男一島寺

て ら しま ・か ず お
1944年 北海道生 まれ。

北海道旭川工業高等学校教

諭 ・旭川大学非常勤講師。

大雪縦貫道問題で 自然保護

運動 に入 る。1972年 に 「大

雪 と石狩の 自然を守 る会」

を設立、代表を務め る。本

協会理事。
主 な著書に 「人雪 ・日高 と

北海道の名山』 「神 々 の遊
ぶ庭」『大 雪 山の ナキ ウサ

ギ裁判』(い ず れ も共 著)

な ど。

本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

瀬

継
熱
　　

関

心
高

い
世

界
遺

産

昨

年

二

・月

、
.
κ

日
、

旭

川

市

で

"人

雪

山

を

世

界

遺

産

に
"

を

テ

ー

マ
に

し

た

一-98
大

雪

山

フ

ォ
ー

ラ

ム
」

が

開

催

さ

れ

た
。

人

雪

と

石

狩

の
自

然

を

守

る
会

が

創

立

二

五
周

年

を

記

念

し

て
、

大

雪

由

国

凱

公

園

研

究

者

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

と
共

催

し

て
開

い

た
も

の
だ

。

こ

こ
数

年

高

ま

っ
て
き

た

大

雪

山

の
世

界

遺

産

登

録

の

声

を

背

景

に
、

市

民

と

し

て

、
体

な

に

が

で
き

る

か
、

旦
ハ

体

的

な

取

り
組

み
を

し

て

み

よ
う

と

実

施

さ
れ

た

も

の

で

あ

る
。

現

在

、

日
本

に

は
白

神

山

地

、

屋

久

島

の
、
、件

の
自

然

遺

産

と

、

六

件

の
文

化

遺

産

が

あ

る
..
し

か

し

、

こ
れ

ら

は

い
ず

れ

も

本

州

で
、

日
本

列

島

の

、
.
、
.
パ

ー

セ

ン
ト

の

面

積

を

占

め

、

優

れ

た

自

然

を

多

く

抱

え

る

北
海

道

に

は

一
件

も

な

い
。

大

雪

山

国

凱

公

園

は
、

そ

の
規

模

、

原

生
度

の
高

さ
、

自

然

の
多

様

さ

、

特

異

性

な

ど

で
、

わ

が

国

屈
指

の
自

然

公

園

で
あ

る

。

大

雪

山

を

世

界

遺

産

に

の
声

は
、

こ

れ

ら

を

意

識

し

て

の

こ
と

て
あ

る
.

集

会

は
、

午

前

の
記

八,心
講

演

・
基

調

報

告
、

午

後

の

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
、

夜

の
交

流

会

と

、

.、.部

構
成

で
行

わ
れ

た
。

開

会

式

に
は

菅

原

功

一
旭

川

市

長

、

当

協

会

の
俵

浩

三
会

長

が

メ

ッ
セ

ー
ジ

を

述

べ
た
。

会

場

に
は

各

地

か

ら

、

会

場

の
定

員
を

超

え

る

一
八

○

名

が

参

加

し

、
熱

い
議

論

が

交

わ

さ

れ

た
。

参

加

者

の
中

に

は
、

札

幌

、

.函
館

、

十

勝

、

知

床
な
ど

道
内
各

地

か
ら
、

遠

く

は

千

葉

県

か

ら

も
参

加

が

あ

っ
た
。

ま

た

、

こ

の

フ

ォ

ー

ラ

ム

の
概

要

は
、

翌

朝

の
北

海

道

新

聞

の
全

道
版

と
地

域

版

で
大

き

く
報

道

さ

れ

た

。

人
類
共
通
の
財
産
を

と
こ
ろ
で
世
界
遺
産
と
は
何
か
。

一
般
的
に
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
い
て
世
界
遺
産

委
員
会
が
作
成
し
た
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た

物
件
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

世
界
遺
産
条
約
は
、
正
式

に
は

馴世
界
の
文
化
遺
産
及

び
自
然
遺
産

の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
と
い
う
。
世
界
的

に
見
て
重
要
な
価
値
を
持

つ
、
人
類
共
通
の
財
産
と
も
い

(パネル討論 に熱心に耳を傾ける参加者)
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え
る
各
国

の
文
化

・
自
然
遺
産
を
、
国
際
的
な
協
力
や
援

助

の
も
と
に
保
護
し
て
い
こ
う
と
い
う
条
約

で
あ
る
。

一
九
七
二
年

に
開
か
れ
た
第

一
七
回

の
ユ
ネ

ス
コ

(国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
)
総
会

で
採
択
さ
れ
た
。
採

択
の
翌
年
、
米
国
が
批
准
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
七
八
年

ま
で
に
四
〇
力
国
以
上
が
加
盟
し
て
、
国
際
条
約
と
し
て

旦
ハ体
的

に
機
能
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

九
八
年

一
二
月
現
在
、

一
五
六

力
国
が
加
盟

し
、
登
録

さ
れ
た
世
界
遺
産
の
総
数
は
、

=

ニ
カ
国

・
五
八
二
物

件

に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

日
本
は
、

一
九
九
二
年
六
月

一
九
日
に
国
会

で
批
准
さ

れ
、
六
月
三
〇
日
に
受
諾
書
を
提
出
し
て

一
二
五
番
目
の

加
盟
国

(締
約
国
)
と
な

っ
た
。
先
進
国
と
し

て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
加
盟
各
国
の
中

で
か
な
り
遅

い
参
加

で
あ

る
。

推
薦
は
自
国
の
候
補
地

世
界
遺
産
は
、
通
常
三

つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
歴
史

や
芸
術
、
民
族
学
な
ど
の
上
か
ら
み
て
顕
著

で
普
遍
的
価

値
を
持

っ
た
、
記
念
工
作
物
、
建
造
物
群
、
遺
跡
な
ど
の

「文
化
遺
産
」
。

学
術
上
や
、
保
存
、
景
観
な
ど
の
上
か
ら
見

て
顕
著

で

普
遍
的
価
値
を
持

つ
、
特
徴
あ
る
自
然
地
域
、
風
景
地
、

地
形
地
質
、
驚
異
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
動
植
物

の
自
生
地

や
生
息
地
な
ど
の

「自
然
遺
産
」
。

そ
れ
と
条
約
上
の
用
語
規
定
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
両
者

の
要
素
を
持

つ

「複
A
口遺
産
」
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
遺
産
全
五
八
二
物
件

の
う
ち
、
文
化
遺
産

が
四
四
五
件

・
一
一
ニ
カ
国
で
も

っ
と
も
多
く
、
世
界
遺

産
総
数
の
三
分
の
二
を
占
め
る
。
次

い
で
、
自
然
遺
産
は

一
一
七
件

・
五
九

力
国
。
複
A口遺
産
が
二
〇
件

・
一
ニ

カ

国
で
最
も
少
な
い
。

世
界
遺
産
委
員
会

(政
府
間
委
員
会
)
は
、
こ
の
世
界

遺
産
を
保
護
す
る
た
め
に
加
盟
国
に
よ
っ
て
、

ユ
ネ
ス
コ

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
だ
。

世
界
の
異
な
る
文
化
や
地
域
の
釣
り
合
い
を
考
慮
し
て
、

二

一
力
国
の
代
表
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
委
員
の

任
期
は
六
年
で
、
全
体
の
三
分
の

一
が
二
年
毎
の
ユ
ネ
ス

コ
総
会
で
順
次
選
出
さ
れ
る
。

委
員
会
の
旦
ハ体
的
な
任
務
は
、
①
世
界
遺
産
リ
ス
ト
の

作
成
、
更
新
、
公
表
。
②
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界

遺
産
リ
ス
ト
の
作
成
、
更
新
、
公
表
。
③
加
盟
国
が
提
出

し
た
国
際
援
助
の
要
請
の
受
理
、
検
討
。
④
国
際
援
助
が

得
ら
れ
た
物
件
の

一
覧
表
の
作
成
、
更
新
、
公
表
。
⑤
世

界
遺
産
基
金
の
使
途
の
決
定
な
ど
で
、
こ
の
任
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
通
常
会
期
と
し
て
毎
年

一
回
会
合

(例
年

一

二
月
)
し
て
い
る
。

世
界
遺
産

の
認
定
は
、
加
盟
国
が
自
国
内
の
候
補
地
を

世
界
遺
産
委
員
会
に
推
薦
し
、
そ
れ
を
受
け
て
委
口貝
会
が

世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
新
規
に
登
録
す
る
か
ど
う
か
を
決
定

す
る
。
従

っ
て
、
そ
の
国
が
候
補
地
を
推
薦
し
な
い
限
り
、

認
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

重
要
な
ビ

ュ
ー
ロ
ー
の
審
議

各
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
地
は
、
世
界
遺
産
委
員
会

に
か
け
ら
れ
る
前
に
、
ビ

ュ
ー
ロ
ー
の
会
議
に
か
け
ら
れ

る
。
ビ

ュ
ー
ロ
ー
と
い
う
の
は
、
世
界
遺
産
委
員
会
の
会

議
を
具
体
的

に
進
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
、
議
長
国

(
一
)
副
議
長
国

(五
)
書
記
国

(
一
)

の
計
七

ヶ
国
で

構
成
さ
れ
る
議
長
団
の
こ
と
で
、
加
盟
国

(締
約
国
)
会

議

の
最
後

に
選
出
さ
れ
る
。

こ
の
会
議
は
、
毎
年
六
月
あ
る
い
は
七
月
に
パ
リ
の
ユ

ネ
ス
コ
本
部
で
開
か
れ
る
。
こ
の
会
議

で
、
登
録
申
請
さ

れ
た
遺
産
は
①
留
保
な
く
登
録
す
る
こ
と
を
推
薦
す
る
遺

産
、
②
登
録
す
る
こ
と
を
推
薦
し
な
い
遺
産
、
③
さ
ら
な

る
情
報
や
資
料
を
付
加
す
る
よ
う
、
加
盟
国
に
差
し
戻
す

必
要
が
あ
る
遺
産
、
④
よ
り
綿
密
な
評
価
や
研
究
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
審
査
は
延
期
さ
れ
る
べ
き
遺
産
、

の
四
段
階
に
分
け
ら
れ
て
、
世
界
遺
産
委
員
会
に
推
薦
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
登
録
申
請
さ
れ
た
物
件
は
、
世
界
遺
産
委
員
会

の
次
の
助
、、口
機
関
に
よ

っ
て
評
価
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

文
化
遺
産
の
場
合
は
I
C
O
M
O
S

(記
念
物
及
び
遺
跡

に
関
す
る
国
際
会
議
、
通
称
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
)
が
、

白
]然
遺
産
の
場
A口
は
I
U
C
N

(自
然
及
び
天
然
資
源
の

保
全
に
関
す
る
国
際
同
盟
、
通
称
国
際
自
然
保
護
連
合
)

が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
遺
産
で
保
存

に
か
か
わ
る
も
の
が
あ
る
と

き
は
、
I
C
C
R
O
M

(文
化
財
の
保
存
及
び
修
復
の
研

究
の
た
め
の
国
際
セ
ン
タ
i
、
通
称
ロ
ー
マ
・
セ
ン
タ
ー
)

が
加
わ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

自
然
遺
産
は
四
基
準

さ
て
、
世
界
遺
産
は
ど
ん
な
基
準
・で
選
ば
れ
る
の
か
。

文
化
遺
産
の
場
合
に
は
六
項
目
、
自
然
遺
産
の
場
合
は
四

項
目
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
選
定
基
準
が
あ
る
。

認
定
さ
れ
る
に
は
、
ど
れ
か

一
項
目
以
上
の
該
当
が
必
要

だ
。自

然
遺
産
の
場
合
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
基
準
で
あ
る
。

①
地
球
の
歴
史
の
主
要
な
段
階
を
代
表
す
る
顕
著
な
見

本
と
な
る
も
の
で
、
生
命
進
化
の
記
録
や
地
質
学
的
に
見

て
重
要
な
地
形
形
成
の
過
程
、
あ
る
い
は
地
形
学
的
に
見

て
重
要
な
自
然
地
理
学
的
な
特
徴
を
含
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

②
陸
L
、
淡
水
域
、
沿
岸
、
海
洋
の
生
態
系
や
生
物
群

集
の
進
化
発
展
に
お
い
て
、
進
行
中
の
重
要
な
生
態
学
的

な
見
本
で
あ
る
こ
と
。
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⑧

も

っ
と

も

す

ば

ら

し

い
自

然
的

現

象

、

ま

た

は

ひ

と

き

わ
優

れ

た
自

然

美

を
持

つ
地

域

及

び
美

的

な

重

要

性

を

含

ん

で

い

る

と

こ
ろ
。

④

科

学

上

ま

た

は
保

全

上

の
観
点

か
ら

、

す

ぐ

れ

て
普

遍

的

価

値

を

持

ち
、

絶

滅

の
お

そ

れ

の
あ

る
種

を
含

ん

で

い

る
地

域

で
、

な

お

か

つ
生
物

の
多

様

性

か

ら

み

て
重

要

な

自

然

生

息

地

を
含

ん

で

い
る

と

こ
ろ
。

実

例

を

あ
げ

る
と
、
工

は

ア

メ
リ
カ

の
イ

エ
ロ
ー

ス
ト
ー

ン
公

園

、

②

は

わ

が

国

の
白

神

山

地

や
屋

久

島

、

③

は
屋

久

島

、

④

は

カ

リ

ブ
海

の

ベ
リ

ー

ズ

・
バ

リ

ア

・
リ

ー

フ

保

護

区

な

ど

で
あ

る
。

指
定
の
状
況

わ
が
国
の
指
定
の
状
況
は
ど
う
か
。
文
化
遺
産
に

つ
い

て
は
、

一
九
九
...年

に
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
、
姫

路
城
が
、

一
九
九
四
年

に
は
古
都
京
都
の
文
化
財
が
、

一

九
九
五
年
に
は
自
川
郷

・
御
箇
山
の
A
口掌
造

り
集
落
が
、

一
九
九
六
年
に
は
広
島
平
和
記
念
碑

(原
爆

ド
ー
ム
)
、

厳
島
神
社
が
、
そ
し
て

一
九
九
八
年
に
は
占
都
奈
良
の
文

化
財
の
七
物
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

自
然
遺
産
は
、

一
九
九
三
年
に
白
神
山
地
と
屋
久
島
の

二
物
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

通
常
、
加
盟
国
の
推
薦
受
付
は
毎
年

一
●
月
が
締
め
切

り
で
、
正
式
な
決
定
は

一
年
後
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
な

る
。
そ
の
た
め
指
定
は

一
二
月
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

指
定
さ
れ
た
世
界
遺
産
は
、
世
界
遺
産
委
員
会
が
作
成

す
る

「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
る
。
当
然
、
そ

れ
で
お
し
ま
い
で
は
な
い
。
締
約
国
は
自
国
内

の
遺
産
に

つ
い
て
、
保
護

・
保
存

・
整
備

・
活
用
す
る
た
め
に
総
A口

的
な
基
本
政
策
を
定
め
て
、
行
政
機
関
を
整
備
し
、
研
究

調
査
を
奨
励
し
、
必
要
な
法
的
お
よ
び
財
政
的
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
ら
れ
た
措
置
は
、

ユ
ネ
ス
コ
総

会

に
報

告

し

な

け

れ
ば

な

ら
な

い

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。

ま

た
、

遺

産

の
保

護

に
十

分

な

資
金

を

運

用

で
き

な

い

と

き

は
、

加

盟

国

が

ユ
ネ

ス

コ
に
拠
出

す

る

額

の

一
パ

ー

セ

ン
ト
を

負

担

す

る
、

世

界

遺

産
基

金

の
援

助

が

受

け

ら

れ

る

よ
う

に
な

っ
て

い

る
。

世
界
的
に
特
異
な
自
然

さ
て
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
具
体
的
に
大
雪
山
の

世
界
遺
産
登
録
に
は
ど
ん
な
問
題
や
課
題
が
あ
る
の
か
、

そ
の
も

っ
と
も
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
議
論
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
登
録
の
運
動
に
は
何
よ
り
も
市
民
の
議
論
が
必
要
で

あ
る
。

そ
の
議
論
の
フ
レ
ー
ム
と
ポ
イ
ン
ト
を
つ
く
る
た
め
に
、

大
雪
山
や
世
界
遺
産
に
く
わ
し
い
研
究
者
や
自
治
体
首
長

の
力
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。

(開会式でメッセージを述べる菅原旭川市長)

記
念
講
演
は
、
東
京
学
芸
大
学

の
小
泉
武
栄
教
授
が

脚
日
本
の
山

・
そ
の
魅
力
と
価
値

-世
界
の
中
か
ら
見

た
大
雪
山
-

-」
と
題
し
て
行

っ
た
。

『大
雪
山
は
、
日
本
最
人
の
高
山
帯
で
森
林
限
界
以
上

の
部
分
が
非
常
に
広
い
。

ハ
イ
マ
ツ
帯
や
お
花
畑
が
大
変

広
く
、
強
風
と
多
雪
が
多
様
な
植
物
群
落
を
生
ん
で
い
る

の
が
特
徴
だ
。

ま
た
、
永
久
凍
土
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
日
本
で
永

久
凍
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
富
士
山
山
頂
部
と
大
雪

山
だ
け
で
あ
る
。
地
温
が
低
く
、
地
F
水
が
浅
い
た
め
特

殊
な
植
物
群
落
が
で
き
て
い
る
。

大
雪
山

の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
風
の
強
さ
。
風
食
地

形
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
世
界
的
に
は
大
変
珍
し
い
。
大
雪

山
の
自
然
を
見
る
と
世
界
的
に
見
て
も
特
異
な
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
世
界
遺
産
の
資
格
は
十
分
あ
る
。』

大
切
な
住
民
の
合
意
形
成

ま
た
、
基
調
報
告

は
、
弘
前
大
学
の
牧
田
肇
教
授
が

「世
界
遺
産
条
約
の
意
義
と
課
題

白
神
山
地
か
ら
考

え
る

」
と
題
し
て
行

っ
た
。

『世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
と

"世
界
区
"
の
知
名
度

に
な
り
、
訪
れ
る
人
は
増
え
る
。
登
山
者
の
増
加
に
よ
る

踏
み
荒
ら
し
や
し
尿
、
ゴ
ミ
問
題
、
行
政
や
企
業
の
思
惑

に
よ
る
観
光
施
設
や
道
路
の
建
設
が
進
む
。
遺
産

の
地
域

以
外
で
の
伐
採
や
開
発
行
為
が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
世
界
遺
産
に
な
っ
て
、
地
元
が
潤
う
の
は
よ
い
こ

と
だ
が
、
登
山
者
の
増
加
や
企
業
の
思
惑
で
、
遺
産
地
域

の
中
で
施
設
が
出
来
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
ど
の
範
囲
を

世
界
遺
産
に
し
、
ど
ん
な
管
理
運
営
を
す
る
の
か
が
大
事

で
、
住
民
の
合
意
形
成
を
し
な
が
ら
、
遺
産
登
録
を
目
指

す
の
が
よ
い
。
」
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ま
る
ご
と
の
自
然
を

「大
雪
山
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
考
え

る
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
パ
ネ
ル
討
論

の
形
式
で
行

わ
れ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院
地
球
環

境
科
学
研
究
科
教
授
小
野
有
五
さ
ん
。
パ
ネ

リ
ス
ト
は
野

生
植
物
の
写
真
家
梅
沢
俊
さ
ん
、
北
海
道
大
学
法
学
部
教

授
白
田山
武
道
さ
ん
、
東
川
町
長
山
田
孝
夫
さ
ん
、
そ
れ
に

講
演
者
の
小
泉
武
栄
さ
ん
と
牧
田
肇
さ
ん
で
あ
る
。

討
論
の
中
味
は
二

つ
に
絞
ら
れ
る
。

一
つ
は
大
雪
山

の

自
然
を
ど
う
見
る
か
、
そ
の
認
識
の
重
要
性
。

も
う

一
つ

は
世
界
遺
産
は
何
の
た
め
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。

小
泉
さ
ん
は
、
日
本
人
に
と

っ
て
は
ご
く
当
た
り
前

に

見
え
る
日
本
の
山
も
、
外
国
の
山
々
と
比
較
し
て
み
る
と

実

に
特
異
だ
と
い
う
。
中
で
も
大
雪
山
は
そ

の
特
異
性
を

(シ ンポジウムでは熱心な討論が繰 り広げられた)

た
く
さ
ん
抱
え
た
山
だ
と
い
う
。

梅
沢
さ
ん
も
、
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
山
帯
の
お
花

畑
は
生
活
圏
で
、
放
牧
さ
れ
た
家
畜
の
糞
害
な
ど
が
あ
る

が
、
大
雪
山
は
原
生
の
姿
を
残
し
、
多
様
な
環
境
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
高
山
帯
を
支
え
て
い
る
の
が
大
雪
山
の
森
林
地
帯

だ
。
中
に
渓
流
を
抱
え
、
湿
原
を
抱
え
、
多
く
の
生
き
物

を
養
い
、
高
山
帯
と

一
体
化
し
て
大
雪
山
の
自
然
を
形
成

し
て
い
る
。

牧
田
氏
も
、
大
雪
山
は
冷
温
帯
、
亜
寒
帯
、
寒
帯
が
揃

っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
い
う
。

大
雪
山
が
い
か
に
個
性
豊
か
な
山
で
あ
る
か
、
そ
の
ま

る
ご
と
の
自
然
が
い
か
に
大
切
か
が
報
告
さ
れ
た
。

大
雪
山
国
立
公
園
を
高
山
帯
の
上
半
身
と
森
林
地
帯

の

下
半
身
に
切
り
離
し
、
特
別
保
護
区
の
多

い
上
半
身
だ
け

を
遺
産
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
厳
し
い
指
摘
も
あ

っ
た
。

世
界
遺
産
で
保
護
の
見
直
し
を

畠
山
さ
ん
は
遺
産
登
録

に
関
し
て
七

つ
の
問
題
を
提
起

し
た
。
①
遺
産
条
約

で
は
人
為
的
改
変
が
な
い
自
然
の
純

粋
性

・
完
全
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
山
小
屋

・
キ
ャ
ン
プ

場

・
ス
キ
!
場
な
ど
を
ど
う
す
る
の
か
。
②
高
山
帯
を

コ

ア
、
森
林
地
帯
を
バ

ッ
フ
ァ
と
す
る
考
え
で
は
通
ら
な
い

の
で
は
。
⑧
よ
り
厳
し
い
規
制
が
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

特
別
保
護
区
の
拡
大
は
大
変

で
、
何
か
良
い
方
法
が
あ
る

か
。
④
環
境
庁
、
林
野
庁
、
市
町
村
な
ど
と
縦
割
り
行
政

の
中
で
、
管
理
の

一
体
制
は
可
能
か
。
⑤
遺
産
地
域
で
の

狩
猟
は
難
し
い
が
、

エ
ゾ

シ
カ
駆
除
問
題
な
ど
狩
猟
問
題

を
ど
う
す
る
か
。
⑥
観
光
地
化
に
よ
る
俗
化
の
問
題
を
ど

う
す
る
か
。
⑦
入
山
規
制
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
。

山
田
さ
ん
も
、
国
蹉
公
園
内
の
問
題
に
は
た
く
さ
ん
の

省
庁
が
関
係
し
、
省
庁
間
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
問
題
が

な
か
な
か
解
決
し
な
い
現
状
を
明
ら
か
に
し
た
。
牧
田
さ

ん
も
住
民
の
中
で
世
界
遺
産
に
関
す
る
討
議
が
十
分
行
わ

れ
な
い
ま
ま
、
上
の
行
政
機
関
で
登
録
が
進
め
ら
れ
た
白

神
の
例
を
報
告
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
提
起
は
、
世
界
遺
産
の
登
録
は
何
の
た

め
に
と
い
う
問
題
を
、
現
実
面
か
ら
問
い
直
し
て
い
る
。

世
界
遺
産

の
見
て
く
れ
だ
け
で
は
、
さ
し
て
重
要
な
意
味

を
持
た
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
規
制
の
綱
を
上
乗
せ
す

る
だ
け
で
、
自
然
保
護
の
対
策
を
い
た
ず
ら
に
複
雑
に
す

る
だ
け
に
な
り
か
ね
な
い
。

世
界
遺
産

の
登
録

に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
保
護

に
対
す
る
ば
ら
ば
ら
な
管
理
体
制
を

一
元
化
し
、
改
あ
て

見
直
し
を
は
か
る
有
効
な
機
会
に
す
る
こ
と
、
わ
が
国
の

お
粗
末
な
環
境
予
算
や
人
員
配
置
を
見
直
す
き

っ
か
け
に

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
初
め
て
そ
の
意
義
が
で
て
こ
よ
う
。

何
よ
り
も
世
界
遺
産

の
議
論
を
通
じ
て
、
私
た
ち
市
民

の
意
識
が
よ
り
練
ら
れ
高
め
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
、
私

た
ち
が
大
雪
山
を
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
認
識
す

る
の
か
、
そ
こ
が
ど
う
や
ら
カ
ギ
で
あ
る
。

新
た
な
布
の
織
り
直
し
を

さ
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
出
演
者
や
参
加
者
の
真
摯
な
情

熱
に
支
え
ら
れ
て
、
当
初
私
た
ち
が
考
え
て
い
た
以
上
に

中
味
の
濃
い
も
の
に
な

っ
た
。

言
わ
れ
る
よ
う
に
大
雪
山
国
立
公
園
は
、
広
く
抱
え
る

自
然
も
豊
か
で
、
そ
こ
に
被
せ
ら
れ
て
い
る
保
護
の
法
の

網
も
多
い
。
し
か
し
、
い
ま
そ
の
大
雪
山
が
行
き
過
ぎ
た

開
発
や
利
用
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
に
躁
躍
さ
れ
て
い
る
か

も
知

っ
て
い
る
。

大
雪
山
は
広
い
分
だ
け
取
り
巻
く
市
町
村
は
多
く
、
観

光
を
含
め
て
様
々
な
面
で
大
曽
山
と
の
関
わ
り
は
深
い
。
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当
然
、
今
後
も
地
域
振
興
と
自
然
保
護
を
め
ぐ

っ
て
様
々

な
拮
抗
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
両
者
を
対
極
に
置
く
発
想
を
改
め
な
い

限
り
、
大
雪
山
の
世
界
遺
産
登
録
は
進
展
し
な

い
。
一
二

世
紀
と
い
う
時
代
は
、
地
球
環
境
問
題
の
現
実

一
つ
見
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
世
紀
に
失

っ
て
き
た
自
然
環
境
を

死

に
も
の
ぐ
る
い
で
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
世
紀
で

あ
る
。
豊
か
な
自
然
こ
そ
が
地
域
振
興
の
財
産

に
な
る
。

そ
の
視
点
か
ら
地
域
振
興
も
自
然
保
護
も
新

た
な
取
り
組

み
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
雪
山
を
世
界
遺

産

に
す
る
と
い
う
運
動
は
、
そ
の
た
め
の
逃
げ

る
こ
と
の

出
来
な
い
布
織
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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